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読書で想像力を豊かに 
 夕暮れが本当に早くなりました。天気予報を

見ますと雪マークがあり、冬支度を急ぐ必要が

でてきました。 
 さて、秋の読書週間は１０月２７日から１１

月９日までとなっています。読書にふさわしい

時期の到来です。 
 本校の図書室は、朝からにぎわっています。

今は学芸会の練習で机や椅子が片づけられて

いるのですが、床に座って静かに読書をしてい

る子ども達がたくさんいます。 
読書の大切さはずっと言われてきています。

今年は、お笑い芸人のピースの又吉さんが芥川

賞を受賞したことで本の話題が大きく取り上

げられています。 
ところで、テレビやゲームを楽しむのと読書

とでは何か違いはあるのでしょうか。 
科学が進歩し、人間の脳の働きが少しずつ解

明されるにつれ、読書の有効性が明確になって

きました。人間の脳には千億ともいわれる神経

細胞が張り巡らされています。その神経細胞を

つないでいるのは「シナプス」といわれるもの

です。 
脳の中枢部といわれる部分が前頭前野です。

これを鍛えて「シナプス」をたくさん増やすこ

とが脳の働きを活発にさせ、結果として想像力

が豊かに育っていくといわれます。私たちが読 

書を楽しむことにより、脳内の「シナプス」を

増やし、想像力を豊かに耕しているのです。 
 テレビを見たりゲームをしたりの生活だけ

では、前頭前野は鍛えられなく、「シナプス」

も増加しません。絵本や本を読むことにより、

人間の脳は刺激を受け、想像力を豊かに育てて

いくのです 
 本との出会い、読書への意欲は、私たちの子

どもへのかかわりが大きく左右します。本を読

まない子が増えている現在、私たちはいろいろ

工夫しながら子どもと本との橋渡しをしなく

てはなりません。 
 読書が苦手な子どもへの本の選び方を紹介

します。１つ目は、子どもが好きな内容の本を

選ぶことです。２つ目は、厚い本でなく薄い本

を選ぶことです。３つは、挿し絵や絵がついて

いる本を選ぶことです。 
 選んだ本は、根気よく最後まで読み進めさせ

ることが大切です。１冊でもよいですから、本

に親しむ時間をお願いします。 

１１月の行事予定 
 
 
 
 
 
 

４日（水）全校朝会 ごみ拾い 
５日（木）歌声集会       
６日（金）防犯教室 児童会活動日 
９日（月）３年生社会科見学 

１２日（木）歌声朝会 ４年生社会科見学 
 

１９日（木）歌声集会 
２５日（水）集団下校訓練 
      ＰＴＡミニバレー練習～27 日 
２７日（金）歌声発表集会 
２９日（日）ＰＴＡミニバレーボール大会 

 



学芸会児童観覧日           
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大雨に備えて  

 
 
 
 
 
       
    
 
 
     図上防災訓練 

後期児童会活動開始 
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北見市教育委員の学校訪問                      
                           

                         

                            

 
 
 

１０月２１日（水）は学芸会児童観覧日でした。写真は１

年生の「大きなかぶ」です。なんと英語を使っての劇となっ

ています。さらに、続編もあり、定番の内容の中に、驚きの

展開も隠されています。 
各学年、今までの練習成果を見事に発揮して、十分に出来

上がった発表内容でした。体調管理をしっかりと行い、本番

に向けて、ベストで臨めるようにしたいものです。 
 

９月２５日（金）の掃除終了後、児童会活動の後期の

打合せを行いました。代表委員会は児童会三役を先の臨

時代表委員会で決定しているため、きょうは、後期の目

標と活動計画づくりをおこないました。他の委員会は、

後期委員が初めて顔を合わせ、委員長、副委員長、書記

を決めるなど、委員会の組織づくりを中心に行いまし

た。放送委員会では、役員の副委員長、書記の立候補者

が多く、決定方法を立候補者が納得するように検討して

から、決定するようにしていました。 

 ９月２９日（火）に、河川事務所の出前授業で６年生

が図上防災学習を行いました。校区の地図に、まずは自

分の家の場所にシールをはりました。次に、避難場所と

なる施設にもシールをはっていきました。そして、水害

を想定し、実際に避難するとしたら、どこの場所にどの

経路で避難するかを考えて地図に記入していく学習に取

り組みました。 
 大雨の被害が各地で相次いでいます。日頃から、どこ

にどう避難するかを家族で話し合っておくことが大切で

す。 
 河川事務所の皆さん、ありがとうございました。 

１０月１５日（木）５時間目の途中から、北見市教育

委員の学校訪問があり、１年生教室から順に回って、子

ども達の学習する様子をみていただきました。写真は、

２年生の劇の練習を参観しているところです。体育館で

は、６年生の学芸会練習の様子を参観しました。 



          
 
  


